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�いろいろな増幅回路 その②

今回は，増幅回路編の最後として，

�電流－電圧変換回路
�加減算回路
�T型帰還回路

を取り上げます．電流－電圧変換回路は，電流の測定

に使います．設計の注意点は，この変換回路が被測定

回路に影響しないようにすることです．

加減算回路は，複数の信号を加えたり差し引くとき

に使用します．T型帰還回路は，反転増幅回路のゲイ

ンを大きくしたい場合に，抵抗値の大きな抵抗器が必

要になるときに便利な回路です．

電圧測定においては，図8－1（a）のように測定回路

の入力インピーダンスを充分大きくして電流が流れ込

まないようにしないと誤差を発生します．

電流測定においては，図8－1（b）のように測定回路

に電圧降下が発生しないようにします．言い換えると，

電流測定回路の入力インピーダンスを0Ωにするのが

望ましいです．

電流－電圧変換回路

● 電源ラインの電流を検出する

電源線（レールという）の電流は，図8－2や図8－3

に示すような回路で検出します．使用OPアンプは，

第2回（2002年2月号）の実験で入力ダイナミック・レ

ンジが正側電源電圧VCCまでOKだったNJM072Bを

VCCレールの電流検出（図8－2）に，負側電源電圧VEE
までOKだったNJM2904をVEEレールの電流検出（図

8－3）に使います．

図8－2（a）と図8－3（a）は前回扱った定電流回路を

使用しています．

電流検出抵抗RSの電圧降下にソース抵抗R1の電圧

降下が等しくなるように動作します．したがって出力

電圧Voutは，

Vout＝ RSIout ……………………………（8－1）

となります．検出ゲイン（R2/R1）を欲張ると，R2が大

きくなるので，Voutを測定する別回路の入力インピー

ダンスも大きくする必要があります．

図8－2（b）と図8－3（b）が第5回（2002年5月号）で

紹介した，差動増幅回路を使った回路です．図のよう

に記号をつけると，出力電圧Voutは式（8－1）で表され

ます．この回路の欠点は図中で説明したように，片電

源で使用すると出力電圧が0 Vまで下がらないことと，
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〈図8－1〉入力インピーダンスと測定誤差



差動増幅回路の入力抵抗により誤差電流が流れること

です．

いずれの回路を採用するにしろ，電流検出抵抗はで

きるだけ小さくして，被測定回路に影響しないように

します．

● 電源電流検出回路の入出力特性

図8－2と図8－3に示す回路で実験してみると，結

果は図8－4になりました．図を見ると，直線性は良

さそうですが，理想直線（図中の色付き線）に対し平行

移動しています．

原因は，使用したOPアンプのオフセット電圧の影

響です．最大検出電圧が200 mVで，定格オフセット

電圧が最大10 mV程度ですからやむを得ません．

ずれを抑えるには，オフセット調整可能なOPアン

プか，高精度レール・ツー・レールOPアンプを使用

します．
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〈図8－3〉VEEレールの電流測定
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〈図8－2〉VCCレールの電流測定
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